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看護研究計画書（看護実践・調査報告用） 

                         西暦     年  月  日作成 

１．研究名・調査名 
 

２．研究責任者 

 

所属：                 職名：       
氏名：            会員番号（      ） 

３．分担研究者 １）所属：                 職名：       
氏名：            会員番号（      ）  

２）所属：                 職名：       
氏名：            会員番号（      ） 

３）所属：                 職名：       
氏名：            会員番号（      ）  

４．研究（実践・調

査実施）の背

景・意義 

 

５．目的  

６．方法 

 

１）対象者及び対象者の確保の方法 

＊予測する対象者数も明記 

 アンケート調査等の場合は、回答を誰にお願いするのか等を記

載する 

２）実施期間 

 

３）調査方法 

＊アンケート調査等の場合は簡単な質も内容や質問数、回答時間

の目安を記載 

 回答に QR コードなどを使用する場合は使用方法や一時保存が

可能か等も記載 

  

４）調査フィールド 

 

５）対象者への謝礼 

 

受付番号： 

※神奈川県看護協会が記載     
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６）分析方法 

＊データ入力や分析を業者に委託する場合は情報の管理責任に

ついても記載 

 

７）結果の公表予定 

 □神奈川看護学会 □その他（           ） 

 

７．倫理的配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）研究、調査の参加、不参加への自由意思を尊重する方法 

 

 

２）対象者の不利益とそれを最小にする方法 

 ＊アンケート調査等の場合は調査項目や主な内容、回答時間等

を明記し、できる限り最小限に工夫すること等を記載 

 

３）対象者の個人情報保護の方法（匿名化等具体的に記述） 

 ＊取得したデータ等の管理方法を記載 

  データの保存期間は５年間以上のため、保存方法、保存場

所、保存期間終了後の処理の方法を記載 

 

４）同意を得る方法と説明方法（同意書、包括同意の場合はその

内容を添付） 

 

５）途中撤回の方法と説明 

 

６）利益相反について 

 

７）研究資金について（具体的に記述） 

 ＊研究費の出費はどこからかを記載する。（自費や○○助成金

等）アンケート調査等の場合は、郵送数や切手代等どの程度

の支出かを記載。 

 

８）その他「看護研究・実践・調査報告等の研究倫理チェックリ

スト」に基づき、倫理的配慮の方法を記述 

 

８．引用・参考文献 
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